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太田市

●1	ストレッチは忘れずに!
ハイキングの前後にストレッチをすることは、安全に歩く
ためにはとても大切。ウォーキングの効果を高めるために
も、入念にストレッチを行いましょう。

●2	歩きやすい靴で!
金山は木の根のデコボコや石畳、上り下りと表情豊かなハイ
キングコースが続きます。スニーカー等の歩きやすく履き慣
れた靴を選びましょう。

●3	季節に対応した服装で!
気温の変化に応じて脱ぎ着できる服装を選びましょう。山
の天気は変わりやすいので、急な雨対策にレインコートも
用意し、夏場は帽子も忘れずに!

より楽しく、元気に散策するために、
お出かけ前にみんなでチェックしてみましょう！

●4	水やおやつも大切!
夏場は熱中症予防に水分を必ず携帯し、こまめに休憩を取り
ましょう。また、飴やチョコレート等の軽めのおやつも、疲労
回復に大変役立ちます。

2017-10000

太 田 市 役 所 太田市浜町 2-35
TEL.0276-47-1833　FAX.0276-47-1881
http://www.ota-kanko.jp/

http://www.city.ota.gunma.jp/

鉄道利用

東 武伊 勢崎 線 浅草駅より特急電車で約90分
Ｊ Ｒ 高 崎 線 熊谷駅よりバスで約50分

　

車 利 用

関 越自動 車道 東松山I.C.より約50分
東 北自動 車道 館林I.C.より約40分
北関東自動車道 太田桐生I.C.より約10分
北関東自動車道 太田藪塚I.C.より約20分

交通のご案内

歳時記
開 催 時 期 ・期 間 イ ベ ント名 開催場所

４月 28日〜５月５日 関東山野草展 大 光 院 境 内

５月 最終土曜日〜９日間 太田市民さつき祭 大 光 院 境 内

９月 上旬の日曜日 手づくり呑龍さま祭り 大 光 院 境 内

10月 第１日曜日 太田松茸道中 大光院境内出発

25日〜11月25日 関東菊花大会 大 光 院 境 内

１月 第２日曜日 新春上州太田七福神めぐり 大光院境内出発

※イベントの名称、開催期間及び内容は変更になる場合がございます。

金山で開催されるお祭りやイベント
で、受け継がれてきた歴史、民俗、
文化を感じてみませんか？

太田市までの
ACCESS GUIDE

自然と歴史の里山を歩こう！

探訪スポット in 金山
太田市のシンボル・金山は、市街地近くにありながら
アカマツ林が広がる緑豊かな丘陵地。
史跡金山城跡や大光院など歴史スポットも点在しています。
野鳥の声をBGMに、金山の魅力探訪に出かけませんか。

史跡金山城跡
文 明 元 年（1469）、
新田一族の岩松家純
によって築城。戦国
時代の関東七名城の
一つで、日本100名城にも数えられる。復元された石垣や日ノ池、月ノ池が往時
の様子を伝える。

問  0276-20-7090( 太田市文化財課 )　所  太田市金山町40-98他

中世の城跡

新田神社
金山城本丸跡に建つ新田義貞をまつる神
社。境内の樹齢800年の大ケヤキも見事。

史跡金山城跡ガイダンス施設
金山城跡についてのデータベースやジ
オラマ、戦国時代の様子を上映する
大スクリーンなどがある。

開  9:00～17:00（入館は16:30まで）
休  月曜日、年末年始　料  無料
問  0276-25-1067
所  太田市金山町40-30

プレイスポット
ぐんまこどもの国
広大な敷地の中に、遊具やプラネタリウ
ム、遊べる広場が一体となった総合公園。
金山の自然の中で思いっきり遊べる。

開  ８:30～17:00
料  無料（有料遊具あり）
問  0276-22-1448

（金山総合公園管理事務所）
所  太田市長手町480

東山公園
金山の南東部に広がる37.7haの公園。
遊歩道、親水広場、展望の丘、芝生広
場等がある。下流では４月にはミズバ
ショウも見られる。

問 0276-32-6599 （太田市花と緑の課）
所  太田市金山町39-26

金山の森キャンプ場
４月1日から10月31日まで利用できるキャ
ンプ場。テントサイト２カ所、バンガロー
10棟、炊事場４カ所を備え、手軽にキャ
ンプを楽しめる。

開 ４月～10月　問 0276-37-7132
所 太田市強戸町2131-49

上州太田七福神
大光院（弁財天）

〈財宝福徳・学業増進〉
徳 川家 康が 始祖 新田義 重の
菩提寺として1613 年に建立。

「子育て呑龍さま」として親し
まれる。10月から11月には関
東菊花大会でにぎわう。

問  0276-22-2007
所  太田市金山町37-8

金龍寺（毘沙門天）
〈生業繁盛・開運厄除〉
横瀬貞氏が祖父新田義貞の菩提
寺として建立。本堂に義貞の木
像が安置されている。歴代金山
城主の五輪塔などもあり、紅葉の
名所としても知られる。

問  0276-22-4920
所  太田市金山町40-1

玉巌寺（福禄寿）
〈福運招来・禄俸増大〉
石段を登ると特 徴的な山門が
現れ、山寺の風情が感じられる。
秋の紅葉も美しい。

問  0276-26-0567
所  太田市東金井町171

永福寺【寿老人】
〈無病息災･延命長寿〉
創 建は不 明。1417 年に金山
城主、横瀬 貞氏によって現在
の地に移されたとされる。

問  0276-25-2777
所  太田市東金井町7

曹源寺【布袋尊】
〈福徳円満・家内安全〉
「さざえ堂」と呼ばれる螺旋状の
建築様式を持ち、札所百寺の観
音像が安置される。アジサイの名
所としても有名。

問  0276-25-1343
所  太田市東今泉町165

受楽寺（大黒天）
〈五穀豊穣・諸願成就〉
1384 年の創建以来、移転や
焼 失・再建を繰り返し現在に
至る。山門に歴史の面影が感
じられる。

問  0276-22-3730
所  太田市金山町21-5

長念寺（恵比寿神）
〈商売繁盛・福寿無量〉
江戸時代に例幣使が到着した際
に届出を出した寺。明治時代は本
堂が尋常中学校として使われた歴
史を持つ。

問  0276-22-2747
所  太田市本町22-6

ハイキングワンポイント

OTA KANAMAYA
Hiking Guide
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